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授業科目名 家族心理学 科目コード 配当年次 単位 

担当教員 前田 啓人・小川 利奈 EK39 3・4 2 
EH83 

科目の概要 

 近年、時代の変化とともに多様性が重視されるようになり、日本の家族のあり方はより複雑化してき
ている。晩婚化や非婚化などといった結婚に対する価値観についてや、少子化問題、高齢者介護、児童
虐待、不登校やいじめなど、連日様々な話題がニュースなどで取りあげられている。 
 本科目では、人間関係を「家族」という視点から切り取った時に浮かび上がる様々な現象・関係性・
トラブルなどについて、文献やデータを題材に心理学の視点から学習する。「家族」という社会的単位に
関する研究成果を詳しく知るとともに、それらの背景についても理解を深める。 

科目の到達目標 

①現代家族について、心理学ないし社会的研究や統計調査に基づいて正確な理解ができる。 
②本科目で取得した概念/理論をベースに家族のあり方について一般的な考え方を説明したうえで、自分
の意見を論理的に主張することができる。 

 

テキスト 『テキスト家族心理学』若島 孔文／野口 修司(編著),金剛出版,2021年 

 

テキストの読み方 

①テキストは、家族心理学に関わる専門家による章ごとの分担執筆となっており、内容は章ごとにほぼ
独立している。 

②テキストを読む際は、しばしば目次に立ち戻りつつ、家族の問題全体の中で、当該の章がどの内容を
示しているのかを理解するように努めること。 

③テキストの内容と自身の経験(特に問題・悩み)が重なる感覚を体験すると思われる。自身の経験をテ
キストの内容に照らして相対化させ、共通点や相違点を書きだし、その一つ一つをキーワードにして
さらに調べることで学びを深めることができる。 

 

単位修得の方法 

リポート課題を提出し、60点以上であれば合格となり、科目修得試験を受験できる。科目修得試験の得
点が60点以上であれば合格となり、評価が確定し、２単位を修得できる。 

 


